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明治 期 に お け る輸 出磁 器 の デ ザ イ ンにつ い て























































は,い ったん泥 しょうで盛 り上げた後金彩を
ほどこしたいわゆる金盛り上げといわれるも












だ装 飾が使 われている。装飾が加わ るとき・は
豊かな金 彩 も施 されて いる。
ノ リタケ画 帖397枚の薔薇 のデザ イ ン中,
皿 に描 かれた もの は183例で あ る。 その うち
119例がパ ター ン化 され,64例が ナチュ ラ リ
ステ ィク ・ペイ ンテ ングの技法でそ のうち25
例が と くに丁寧 に描 かれて いる。
カ ップ&ソ ーサー19例中15例がパ ター ン化
された タイ プの薔薇 である。壷 などに見 られ
るようなナチ ュラ リステ ック ・ペ イ ンテ ング
的デザイ ンは5例 を数 えるに過 ぎず,非 常 に
手の込んだ といえるデザイ ンは全 くみうけ ら
れな い。薔薇の大き さは中型 を主 とす る。 そ
れに対 し現代 におけるノリタケのカ ップ&ソ ー
サーのデザイ ンは小型 でパ ター ン化 され た薔
薇が 中心で,縁 のボーダー柄 として配置 され
て いる。
オール ドノ リタケの主 な仕 向地 であ ったア
メ リカにおいて"Chinacabinet"と呼ばれ る
食器棚が アメ リカの商品カタ ログに最初 に登
場 したのが1880年初頭の ころ とされ,そ の こ
ろ中産階級 のあ いだ に磁器 のデ ィナーセ ッ ト
が爆発的な勢 いで浸透 してい った。
しか し食生活の簡略化がおこり,ま たファー
ス ト・フー ドの普及 によ り,そ れ以 降,食 器
が熱狂 的に迎え入れ られ ることはない。
このよ うにアメ リカの食文化の歴 史を振 り
返 った ときに,森 村組のア メ リカ進 出 とい う
時期 が,販 売地で あった アメ リカでの急速 な
食文化 の近代化 のなかで,成 長 した といえ る。
また,ア メ リカで,オ ール ドノ リタケを含
めた 日本製 の輸 出磁器が輸入量を増や した理
由の一 つに ヨーロ ッパ製品 に比べて価格が安
か った ことが挙 げ られる。
また,当 時の森村組 のアメ リカ重視を表す
言 葉 と して 「米状神聖」 とい うことばがあ る。
いか にア メ リカか らの意見 を採 り入れたか と
い うことであ る。
しか し,明 治期 に輸 出磁 器の西洋風絵付 け
の中心 をな した薔薇 は,だ んだん時代 を経 る
につ れて,現 在 では磁器 におけ る花 の意 匠の
モチー フとしてはご く一般的な もの とな った。
明治期 に見 られたような手の込 んだデザイ ン
や金盛 り上 げ,ビ ーデ ィングな どは姿 を消 し
てい った。
しか し,そ れが大量生産の結 果だけ とも言
い難 い。 当時のアメ リカの磁器デザイ ンに 目
を 向 け て み る 。 陶 芸 家 で あ っ たA.
Robineau(1865-1929)と夫 によ って1899
年 か ら25年間 にわ た って 出版 さ れ た雑 誌
"KeramicStudio"に掲載 され た磁器 の デザ
イ ンの うち,1906-28年までの主な もの をC.
Graftonが集 めた120人の アメ リカ人陶芸家
によるデザイ ンを見 る と,薔 薇のモチー フが
使わ れたのは436点のデザ イ ンの うち,15点
であ り,ヨ ー ロッパ の伝統的デザイ ンよ り簡
略化 されてい る。 このようにア メ リカ人 が求
めた,あ るい はア メリカで の流行 とい った も
のが,そ れまでの伝統 的 ヨーロ ッパパター ン
か ら脱却 して,軽 い ものになってきた とい う
流行 もオール ドノリタケのその後のデザイ ン
に影響を及ぼ した もの と思 われ よう。
デザイ ンの決定方法と して,初 めはヨーロ ッ
パか ら見本を持 ち帰 っていたのが,明 治18年
以来N.Y.意 匠図案部 にお け るデザイ ン作
成→ それ をもってセールスマ ンが注文を と り
にい く→ その注文を絵 付けのために 日本 に送
る とい う方針が取 られた。 ヨーロ ッパのバ ラ
を研究 し,そ こに装飾的な付加価値 を加え,
その価格 を低 く抑え ることで,オ ール ドノ リ
タケはアメ リカ人 に受 け入 れ られたので ある。
今 回は絵付 けのみの考察 にな ったが,今 後
さ らに形状 について も研究を重 ねなが ら,そ
れ らが 日本 の陶磁史 にどの ような影響 をあた
えたのか,ま た,ア メ リカの陶磁史 における
影響 を研 究す ることを今後の課題 としたい。
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